


熊
本
籠
城
戦
特
集 

そ
の
２

―

萬
死
ヲ
期
シ
熊
本
城
ヲ
保
タ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
―

籠
城
戦
の
選
択
と
必
然

　

西
南
戦
争
。
攻
守
の
肝
は
熊
本
城
（
熊
本
鎮
台
）
で
あ
っ
た
。

名
城
の
誉
れ
高
い
熊
本
城
が
落
ち
れ
ば
、
各
地
の
不
平
士
族
が
西

郷
に
同
調
、
蜂
起
し
、
戦
乱
が
全
国
に
飛
び
火
す
る
可
能
性
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

杞
憂
で
は
な
い
。
実
際
に
熊
本
を
は
じ
め
九
州
各
地
の
士
族
が

党
薩
諸
隊
と
し
て
参
戦
。
高
知
・
山
形
で
も
蜂
起
の
動
き
が
あ
り
、

板
垣
退
助
・
菅 
実
秀
が
こ
れ
を
制
止
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

熊
本
城
堅
守
―
そ
れ
は
政
府
軍
に
と
っ
て
戦
い
の
主
題
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

熊
本
鎮
台
司
令
長
官 

谷 
干
城

　

「
熊
本
ノ
存
亡
ハ
天
下
人
心
ノ
繋
ル
所
」

参
軍 

山
縣
有
朋

　

「
唯
萬
死
ヲ
期
シ
熊
本
城
ヲ
保
タ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」

指
揮
官
た
ち
は
そ
の
意
義
を
明
確
に
捉
え
て
い
た
。

　

西
南
戦
争
と
い
え
ば
「
田
原
坂
の
戦
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

し
か
し
、
こ
れ
も
包
囲
さ
れ
た
熊
本
城
救
援
の
た
め
に
南
下
す
る

政
府
軍
旅
団
と
こ
れ
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
薩
摩
軍
と
の
攻
防
で
あ

っ
た
の
だ
。

　

西
南
戦
争
の
肝
―
薩
摩
軍
の
猛
攻
に
耐
え
、
政
府
軍
勝
利
を
導

い
た
熊
本
城
。
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
が
進
む
今
、
再
び
籠
城
戦

を
特
集
す
る
。

参軍 山縣有朋

「鹿児島の賊軍 熊本城激戦圖」

熊本鎮台司令長官
 谷 干城

熊本鎮台参謀長
樺山資紀

熊本鎮台参謀
児玉源太郎

【
表
紙
】
荻
迫
柿
の
木
台
場
の
戦
闘

　

田
原
坂
陥
落
。
こ
れ
に
よ
り
薩
摩
軍
は
前
線
を
後
退
し
、
植
木
～

木
留
に
防
衛
ラ
イ
ン
を
築
い
た
。

　

植
木
口
警
視
隊
三
等
巡
査
窪
田
征
巳
郎
（
本
資
料
館
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
）
。
四
月
六
日
、
彼
の
属
す
る
一
番
小
隊
は
柿
ノ
木
台
場
を
強
襲
、

こ
れ
を
奪
取
す
る
も
、
薩
摩
軍
の
反
撃
は
凄
ま
じ
か
っ
た
。
征
四
郎
、

負
傷
し
た
仲
間
を
抱
え
な
が
ら
も
奮
戦
す
る
。

・
・
・
熊
本
城
は
未
だ
遠
い
。　
　
　

 

　
　

 
 
 
 

　

（
画　

樫
木
成
香
）

　
二
月
一
四
日
、
谷
司
令
長
官
は
将
兵
に
籠
城
を
指
示
す
る
。

　
前
年
の
神
風
連
の
変
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
「
兵
卒
ノ
気
魄
」
が
復
さ
な
い
、

「
賊
徒
（
薩
摩
兵
）
素
ヨ
リ
強
兵
」
で
あ
る
、
県
下
の
士
族
に
「
賊
ニ
声
息

ヲ
通
ス
ル
者
」
が
少
な
く
な
い･･･

な
ど
か
ら
、
野
戦
を
不
利
と
し
、
熊

本
城
の
防
御
力
に
拠
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
佐
賀
の
乱
（
明
治
七
年
）

に
お
け
る
佐
賀
城
か
ら
の
出
撃
戦
が
失
敗
し
た
こ
と
へ
の
反
省
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

　
た
だ
し
、
こ
の
戦
略
は
、
前
提
と
し
て
薩
摩
軍
が
熊
本
城
（
熊
本
鎮
台
）

を
攻
め
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。

　
二
月
一
九
日
、
鹿
児
島
県
庁
の
使
者
が
も
た
ら
し
た
通
知
―
薩
摩
軍
が

城
下
を
通
過
す
る
際
に
「
兵
隊
整
列
」
し
、
西
郷
の
「
指
揮
被
受
可
」
に

対
し
、
樺
山
参
謀
長
は
「
兵
器
ヲ
携
ヘ
国
憲
ヲ
犯
」
す
者
は
、
た
と
え
西

郷
で
あ
っ
て
も
「
兵
力
ヲ
以
テ
鎮
圧
ス
ヘ
キ
」
と
回
答
す
る
。

　
二
月
二
一
日
、
川
尻
に
到
着
し
た
薩
摩
軍
先
鋒
へ
の
偵
察
と
陣
所
の
放

火
を
目
論
み
、
二
箇
中
隊
（
約
三
〇
〇
名
）
を
派
兵
。
結
果
、
失
敗
に
終

わ
る
が
、
兵
員
数
が
多
い
こ
と
か
ら
威
力
偵
察
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
薩
摩
軍
は
鎮
台
の
明
確
な
戦
意
を
、
ま
た
、
鹿
児

島
出
身
で
西
郷
と
も
懇
意
で
あ
っ
た
樺
山
の
回
答
か
ら
内
通
者
も
期
待
で

き
な
い
こ
と
を
悟
る
。
熊
本
城
攻
撃
を
決
し
、
か
く
し
て
五
二
日
間
の
籠

城
戦
へ
突
入
す
る
の
で
あ
る
。



日付 戦闘名
籠城軍 薩摩軍

兵数 死者/負傷者数 死者数

2月22 日
熊本城総攻撃 約 3,300

29/94 28

2月23 日 7/24 21

2月27 日 千草小学校の偵察戦 約 250 11/34 21

3月12･13 日 段山の戦い 約 650 61/160 73以上

3月27 日 京町口の出撃戦 約 700 37/106 18

4 月 8 日 突囲戦 約 1,000 29/72 40

籠
城
中
の
主
な
出
撃
戦

兵
糧
不
足
も
何
の
そ
の

僧
五
岳
「
熊
本
城
之
作
」 

ー
唯
有
此
城
遮
賊
氛

▲「熊本城之作」と僧五岳の落款▲谷干城書幅

▲『参考鹿兒嶋新誌 第四輯』（明治 11 年）

　「
城
下
は
戦
火
に
襲
わ
れ
、
ま
さ
に
火
の
国
と
な
る
な
か
、
日
本
国
中
、
た
だ
こ
の
城
だ
け
が
あ

っ
て
薩
摩
軍
の
勢
い
を
遮
っ
た
（
唯
有
此
城
遮
賊
氛
）。
こ
の
城
を
築
い
た
者
、
そ
れ
は
か
つ
て
の

鬼
将
軍
加
藤
清
正
で
あ
る
」
と
、
籠
城
戦
の
勝
利
と
熊
本
城
の
堅
固
を
称
え
て
い
る
。

　

こ
の
詩
は
「
丁
丑
夏
日
」、
西
南
戦
争
中
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
高
橋
公
園
の
谷 

干
城
銅
像
の
台
座

に
も
籠
城
の
「
情
景
ハ
僧
五
岳
ノ
詩
ニ
躍
如
タ
リ
」
と
し
て
こ
の
詩
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

＊
僧
五
岳
（
平
野
五
岳
）
一
八
〇
九
ー
一
八
九
三
年

　
現
在
の
大
分
県
日
田
市
の
人
。
学
問
を
広
瀬
淡
窓
に
、
絵
画
を
田
能
村
竹
田
に
学
び
、
詩
・
書
・
画
に

秀
で
「
三
絶
」
と
評
さ
れ
た
。
西
郷
と
も
交
友
が
あ
り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
十
一
月
、
鹿
児
島
で

西
郷
と
面
談
し
、
こ
の
時
、
挙
兵
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
説
得
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
兵
糧
不
足
は
籠
城
中
、

最
も
深
刻
な
課
題
で
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も

食
べ
た
。
当
初
は
城
中
に

多
く
い
た
犬
も
、
次
第
に

見
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
谷 

干
城
書
幅
「
丁
丑
熊

城
偶
成
」
で
は
「
犬
を
屠

り
て
犬
尽
き
又
馬
を
烹
る

不
屈
三
千
一
致
の
兵
」
と

食
糧
難
と
そ
れ
に
負
け
な

い
気
概
を
詠
っ
て
い
る
。

　
籠
城
軍
は
固
く
閉
籠
も
っ
て
い
た

だ
け
で
は
な
い
。
戦
況
に
応
じ
て
出

撃
し
て
戦
果
を
挙
げ
、
兵
糧
も
調
達

し
て
い
る
。

　
注
目
し
た
い
の
は
京
町
口
の
出
撃

戦
。
田
原
坂
陥
落
の
報
を
受
け
、
第

一
旅
団
と
の
南
北
挟
撃
を
試
み
た
積

極
的
な
作
戦
で
あ
っ
た
。

　
突
囲
戦
は
、
兵
糧
の
枯
渇
が
深
刻

と
な
り
決
死
隊
（
突
囲
隊
・
侵
襲
隊
）

を
組
織
し
て
臨
ん
だ
戦
い
で
あ
っ
た
。

結
果
、
九
品
寺
で
食
料
・
小
銃
・
弾

薬
を
確
保
し
、
宇
土
ま
で
進
軍
し
た

衝
背
軍
本
営
に
連
絡
を
果
た
し
た
。

＊籠城軍兵数は 1箇中隊（4箇小隊）約 160 名として算出。
　薩摩軍の兵数は不詳。総攻撃では最大 9千～1万名と推定される。



氏名
西南戦争 西南戦争後（Mは明治）

籠城戦中 戦功（～M12）＊日清戦争 M27･28，日露戦争 M37･38

谷 干城 司令長官（少将） 中将 農商務大臣（M18），貴族院議員（M23）

樺山資紀 参謀長（中佐） 歩兵大佐
海軍大将（M28)，
内務大臣（M29），文部大臣（M31)

児玉源太郎 参謀（少佐） 歩兵中佐
陸軍大臣（M33），内務・文部大臣（M36）
陸軍大将（M37）

大迫尚敏
参謀（大尉→少佐）
＊千草小学校出撃戦指揮，突囲隊参謀

陸軍大将（M39）

川上操六 歩兵 13 連隊長（與倉の後任，少佐） 歩兵中佐 陸軍大将（M31）

奥 保鞏
歩兵第 13 連隊第 1大隊長（少佐）
＊突囲隊指揮

歩兵中佐 陸軍大将（M36），元帥（M44）

福原豊功
同上（奥の後任、大尉→少佐）
＊下馬橋（正面前線）守備

陸軍少将（M27)

林 隼之助 歩兵第 13 連隊第 2大隊長（少佐） 陸軍大佐（M22）

小川又次
歩兵第 13 連隊第 3大隊長心得（大尉）
＊侵襲隊指揮

歩兵少佐 陸軍大将（M38)

別役成義
工兵第六方面第 1圜区長（少佐）
＊熊本城を近代戦用に改造

工兵中佐 陸軍少将（M23）

塩屋方圀 砲兵第 6大隊長心得（大尉） 砲兵少佐 陸軍中将（M32）

中村宗則
会計部司契副（大尉相当） 
＊兵糧調達担当

二等司契
（少佐相当）

会計部監督長（少将相当）（M28）

綿貫吉直 警視隊総指揮長（少警視） 警視副総監 元老院議官（M19)

籠
城
指
揮
官
た
ち
の
そ
の
後

兵
糧
調
達
の
功
ー
中
村
宗
則
司
契
の
栄
達

　
西
南
戦
争
後
、
要
職
に
昇
進
・
転
身

し
た
者
を
紹
介
す
る
。

　
大
迫
尚
敏
・
奥 
保
鞏
・
小
川
又
次
等
、

籠
城
戦
で
重
要
な
局
面
を
担
っ
た
佐
尉

官
た
ち
が
日
清
・
日
露
戦
争
で
は
将
官

と
し
て
陸
軍
を
統
括
し
て
い
る
点
に
注

目
し
た
い
。

　
中
村
宗
則
。
熊
本
鎮
台
附
会
計
部
司
契
副
。
籠
城
に
お
け
る
最
大
の
課
題
と
も

い
え
る
兵
糧
の
調
達
を
担
っ
た
。
こ
の
功
に
よ
り
籠
城
戦
直
後
の
四
月
、
二
等
司

契
（
少
佐
相
当
）
に
昇
進
、
七
月
に
は
征
討
軍
会
計
部
次
長
・
百
貫
石
運
輸
局
長

に
任
じ
ら
れ
て
政
府
軍
全
体
の
兵
站
に
関
わ
っ
て
い
く
。

　
西
南
戦
争
後
は
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
後
も
昇
進
を
繰
り
返

し
、
日
清
戦
争
時
の
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
つ
い
に
は
会
計
部
の
最
高
位

で
あ
る
監
督
長
（
少
将
相
当
）
に
昇
り
つ
め
る
。
籠
城
戦
で
の
活
躍
が
栄
達
の
契

機
と
な
っ
た
。

＊
百
貫
石
は
当
時
、
熊
本
の
都
市
外
港
と
し
て
栄
え
た
有

明
海
沿
岸
の
港
。
西
南
戦
争
で
は
兵
站
の
拠
点
と
な
っ
た
。

▲日露戦争記念碑
  佐賀県白石町八坂神社に建つ。 
  揮毫「元帥陸軍大将 奥 保鞏」。

▲左アップ
　明治天皇ご親筆

　勲記
　勲四等旭日小綬章

▲

　左下 征討軍会計次長・百貫石運輸
　局長の業務辞令
　明治 10年 7月 28日，征討總督本營

▼

　左上 二等司契への昇任辞令
　明治 10年 4月 25日，征討總督本營
▼

▲右上 熊本鎮台附司契副の業務辞令
　明治 9年 8月 12日，陸軍省



樺
山
参
謀
長
負
傷

　

 

ー
木
原
軍
医
の
治
療
報
告

軍
人
の
鑑
ー
谷
村
計
介
伍
長

医
師
も
戦
っ
た

　

 
ー
木
原
義
實
軍
医
の
籠
城
日
誌

　
木
原
義
實
。
現
在
の
山
都
町
出
身
の
軍
医
で
、

長
男
誕
生
に
伴
う
帰
省
時
に
西
南
戦
争
が
勃
発
。

志
願
し
て
籠
城
に
加
わ
り
、
負
傷
者
の
治
療
に
あ

た
っ
た
。
彼
の
残
し
た
日
誌
に
は
凄
絶
な
医
療
現

場
の
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
最
大
の
激
戦
「
段
山
の
戦
い
」
の
翌
日
、
三
月

一
四
日
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

「
患
者
は
二
〇
八
名
に
増
え
、
そ
の
た
め
分
散
し

て
収
容
し
た
。
午
後
一
時
か
ら
病
院
内
に
激
し
い

砲
撃
が
あ
り
、
小
使
一
名
が
即
死
、
患
者
一
名
が

負
傷
し
た
。
看
病
人
も
大
腿
骨
を
負
傷
し
、
弾
片

を
取
り
除
い
た
。
夕
方
も
砲
撃
が
あ
り
、
夜
は
当

直
で
病
院
内
を
巡
回
し
た
。」

　
二
月
二
一
日
、
熊
本
城
内
の
電
信
が

断
線
。
そ
の
た
め
、
城
内
の
状
況
と
今

後
の
作
戦
計
画
を
伝
え
る
た
め
の
密
使

が
派
遣
さ
れ
る
。

　
谷
村
計
介
は
、
玉
名
に
駐
留
す
る
第

一
旅
団
へ
の
密
使
と
し
て
農
夫
に
変
装

し
て
潜
行
し
、
途
中
二
回
、
薩
摩
軍
に

捕
ら
え
ら
れ
た
も
の
の
切
り
抜
け
、
無

事
、
連
絡
を
果
た
す
。
し
か
し
、
直
後

の
三
月
四
日
、
田
原
坂
の
戦
い
の
緒
戦

に
志
願
し
て
参
戦
し
、
苦
戦
の
な
か
敵

塁
に
突
撃
。
た
ち
ま
ち
数
弾
を
受
け
て

斃
れ
た
。

　
こ
の
活
躍
は「
軍
人
の
鑑
」と
評
さ
れ
、日
露
戦
争
後
に
は
、

唱
歌
「
谷
村
計
介
」
が
作
ら
れ
、
小
学
校
の
修
身
教
科
書
に

載
る
な
ど
、
戦
意
高
揚
の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
教

育
の
場
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
。

▼谷村計介の顕彰
左 郷里宮崎県倉岡の「忠烈碑」
　大正 14年（1925）造立。縁の深い熊本城の石
　垣材を用いている。

右 谷村計介墓（宇蘇浦官軍墓地）
　参拝者がその武功にあやかろうと打ち欠く
　ため、鉄枠で覆っている。

　木原軍医籠城日誌▼

　
熊
本
城
総
攻
撃
初
日
の
二
月

二
二
日
、
藤
崎
宮
の
攻
防
で
腹
部

に
銃
創
を
負
っ
た
樺
山
の
治
療
に

あ
た
っ
た
木
原
義
實
軍
医
が
上
司

の
副
島
軍
医
に
対
し
て
、
状
況
を

報
告
し
た
書
状
で
あ
る
。

「
ひ
と
ま
ず
脈
は
良
い
よ
う
で
す
。

昨
夕
わ
ず
か
な
痛
み
と
咳
が
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
鎮
静
し
て
い
ま

す
。
下
剤
を
投
与
し
た
の
で
ア
ヘ

ン
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。」

▲戦争直後の古写真，鎮台病院の一部（赤丸は弾痕）

▲副島軍医宛ての治療報告

　「谷村計介使命を果す之図」聴 泉羆作
　縁側に立つ野津鎮雄第一旅団長・岡本兵四郎参謀長の姿は忠実に、
薩摩軍の間諜との疑いから腰縄をかけられた谷村は、掌を前に向け、
踵を着けて直立するという軍人の所作に則って描かれている。
　左上の枠内の「軍人亀鑑」は、明治 16 年（1883）、靖国神社に
造立された顕彰碑「軍人亀鑑碑」に刻された有栖川宮親王の揮毫、
谷 干城の撰文と同じものである。

▼



段
山
の
戦
い

宇土櫓と藤崎八幡宮・大クスノキ群

段山から島崎方面（西側）を望む。井戸の
周りに土俵・堡籃が並ぶ。

▼段山の古写真

島崎口（南東側）。「段山激戦図」と同アン
グルで描写の正確さが判る。

北東の漆畑付近から段山（中央の低い丘陵）
を望む。

段山八幡宮と戦火を被る民家 川・防塁を乗り越えた戦闘 薩摩軍の四斤山砲

　
三
月
一
二
・
一
三
日
、
籠
城
戦
中
、
最
大
の

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
段
山
の
戦
い
で

あ
る
。
戦
い
の
原
因
・
経
緯
は
、
以
下
三
点

と
考
え
ら
れ
る
。

①
段
山
は
城
内
を
近
く
か
ら
砲
撃
で
き
る
好
地
点
、 

 

守
城
側
か
ら
み
れ
ば
弱
点
で
あ
り
、
鎮
台
（
籠 

 

城
軍
）
に
と
っ
て
緒
戦
で
奪
わ
れ
た
こ
の
地
の 

 

奪
還
は
必
須
で
あ
っ
た
。

②
前
日
の
一
一
日
、
矢
文
に
て
届
い
た
勧
降
状
に 

 

対
し
、
鎮
台
は
報
復
的
回
答
を
試
み
た
。

③
薩
摩
軍
は
、
段
山
へ
の
砲
撃
に
敢
え
て
応
じ
ず
、          

 

寡
兵
を
装
っ
て
鎮
台
の
突
撃
を
誘
導
し
た
。

　
か
く
し
て
、
一
二
日
午
後
五
時
頃
か
ら
不

眠
不
休
の
戦
い
が
開
始
さ
れ
た
。
両
軍
の
距

離
が
迫
り
、
狙
い
を
つ
け
て
撃
つ
こ
と
が
出

来
ず
に
瓦
礫
を
投
げ
合
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
と
い
う
。
翌
日
午
後
三
時
頃
、
各
方
向
（
三

方
）
か
ら
の
攻
撃
を
支
え
き
れ
な
く
な
っ
た

薩
摩
軍
は
島
崎
方
面
（
西
側
）
に
退
却
し
、

戦
い
は
終
了
す
る
。

　
記
録
に
は
戦
場
に
残
っ
た
薩
摩
軍
の
戦
死

者
七
三
人
を
葬
っ
た
と
あ
る
が
、
事
前
に
後

方
に
収
容
さ
れ
た
兵
を
含
め
る
と
そ
れ
以
上

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鎮
台
側
の
戦
死
者

は
陸
軍
兵
四
〇
人
、
警
視
隊
二
一
人
、
負
傷

者
は
一
六
〇
人
と
あ
り
、
二
日
間
の
戦
い
が

い
か
に
激
し
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。



與
倉
知
實
歩
兵
第
一
三
連
隊
長
戦
死
ー
切
り
裂
か
れ
た
軍
服

▲「西南戦争 段山激戦図」矢田一嘯作

　明治 27年（1894）、城下（現在の辛島町交差点付近）に開館した九州パノラマ館に展示された矢田の代表作。
　画面左から右へ南流する井芹川、中央には小高い段山の丘（現代に削平）、奥には熊本城宇土櫓（天守は焼失）、右端には薩摩軍
の砲台が置かれた花岡山が描かれている。着剣し発砲しつつ突進する籠城兵、小銃や刀を手に応戦する薩摩兵 ―激戦の模様を克明
に再現したものである。

▲段山の「薩摩軍戦死者慰霊碑」（昭和 9年造立）
　昭和 50年（1975）の井芹川改修時、薩摩兵のものとみら
れる多くの人骨が発見され、これを期に移築・改修された。

▲「段山田端合戦細見之図」
　左上の枠内の記述から戦い直
後（田原坂陥落の3月20日以前）
に描かれたと推定される。
　発行は「肥後隈庄町」（現在
の熊本市城南町）の「焼出舎」。
戦火で焼け出された地元の版元
で、戦闘を実際に見た絵師が描
いたとみられ、薩摩兵の姿や黒
火薬による砲煙の描写が忠実で
ある。

　
二
月
二
二
日
、
籠
城
緒
戦
の
激
戦
地
と
な
っ
た
片
山
邸
に
お
い
て
被
弾
、
戦
死
し

た
與
倉
が
着
用
し
て
い
た
軍
衣
。
黒
絨
の
所
謂
肋
骨
服
で
、
袖
章
は
階
級
（
中
佐
）

を
表
す
。
折
襟
・
前
立
・
袖
口
の
毛
皮
（
ア
ス
ト
ラ
カ
ン
）
は
失
わ
れ
て
い
る
。

　
左
の
胸
部
と
袖
が
切
り
裂
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
救
急
に
あ
た
り
服
を
脱
が
せ
た

際
の
措
置
と
み
ら
れ
る
。
右
胸
部
の
破
れ
は
炸
裂
弾
が
当
た
っ
た
も
の
か
。

▲與倉知實の軍服
  下の肖像は明治 8年（1875）頃撮影。  
着用しているのは恐らくは上と同一服。




